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光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
が
主
流
で
も 

銅
線
ケ
ー
ブ
ル
技
術
は
必
要
不
可
欠

現
代
の
私
た
ち
の
便
利
な
生
活
を
支
え
る

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
情
報

配
線
施
工
工
が
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
施
工
・
配

線
・
保
守
な
ど
を
行
う
こ
と
で
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
佐
川
三
千
男
さ
ん
は
、
情
報
配
線

施
工
工
と
し
て
、
20
年
に
わ
た
っ
て
現
場
で

の
工
事
に
携
わ
り
、
現
在
は
中
央
技
術
研
修

セ
ン
タ
の
所
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
有
線
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
主
流
は
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
で
す

が
、
佐
川
さ
ん
が
こ
の
仕
事
に
就
い
た
と
き

は
銅
線（
メ
タ
ル
）ケ
ー
ブ
ル
の
時
代
。昨
年
、

「
現
代
の
名
工
」に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
銅

線
の
配
線
や
接
続
に
関
す
る
卓
越
し
た
知

識
・
技
能
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

「
昔
は
、
各
家
庭
や
ビ
ル
に
ま
で
銅
線
を
コ

ツ
コ
ツ
と
手
で
つ
な
い
で
い
た
ん
で
す
よ
。

銅
線
は
一
本
の
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ
が
２
０
０

ｍ
と
か
２
５
０
ｍ
と
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
間
隔
で
マ
ン
ホ
ー
ル
を
出
た
り
入
っ
た

り
、
電
柱
に
上
っ
た
り
下
り
た
り（
笑
）。

銅
線
の
数
が
多
い
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
は
、
接

続
作
業
が
１
カ
所
に
つ
き
三
人
で
取
り
組
ん

で
も
、
３
日
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
ね
。
現

在
、
主
流
と
な
っ
て
い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー

ブ
ル
の
場
合
は
２
〜
３
㎞
を
一
度
に
引
け
る

の
で
施
工
は
大
変
で
す
が
、
接
続
部
分
が
少

な
く
、
機
械
に
よ
る
接
続
の
た
め
、
作
業
が

随
分
楽
に
な
り
ま
し
た
」

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
が
主
流
と

は
い
え
、
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
も
少
な
か
ら
ず

残
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
固
定
電
話
だ
け
で

な
く
、
有
線
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

各
家
庭
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
企
業

な
ど
も
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
の
回
線
を
使
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
が

普
及
す
る
前
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
も
銅
線
ケ
ー
ブ
ル

一本一本を手でコツコツつなぐ
銅線ケーブル技術を極める

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
私
た
ち
。

有
線
の
場
合
、光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
が
主
流
で
す
が
、

旧
来
の
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
も
ま
だ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
川
三
千
男
さ
ん
は
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
技
術
の
第
一
人
者
。

そ
の
保
守
管
理
の
た
め
、後
進
へ
の
技
術
の
継
承
が
自
身
の
使
命
だ
と
語
り
ま
す
。

さがわ・みちお
1955年、福島県生まれ。71年、い
わき専修訓練校（当時）を卒業後、協
和電設（現協和エクシオ）に入社。情
報ネットワークの配線・接続などの工事
に従事。2004年、中央技術研修セ
ンタ所長に就任し現在に至る。昨年、

「現代の名工」に選定される。

福島美喜子＝取材・文
羽切利夫＝撮影　　

佐川三千男

銅線（メタル）ケーブルの接
続をする佐川さん。光ファイ
バケーブルが主流の現在で
も、銅線ケーブル接続の技
術は必要とされている。最も
心線数の多いケーブルの中
には、直径0.32mmの銅線
が3600本入っており、それ
を一本一本手でつないでいく

20

情報配線施工工 光ファイバケーブルのほか、旧来の銅線（メタル）ケーブルの配線・接続など、有線によ
る情報ネットワーク施工を行う。インターネットの普及により需要が高まっている。
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で
、
現
在
も
こ
の
回
線
を
使
っ
て
い
る
企

業・家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。銅
線
ケ
ー

ブ
ル
一
筋
に
取
り
組
ん
で
き
た
佐
川
さ
ん
の

技
術
は
、
今
後
も
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

「
今
は
光
フ
ァ
イ
バ
の
時
代
で
す
か
ら
、
新

た
に
銅
線
を
引
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
銅
線
が
現
役
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

限
り
、
保
守
は
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
1

本
の
銅
線
が
切
れ
た
だ
け
で
通
信
に
支
障
を

来
し
、
多
く
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
、
若
手
も

光
フ
ァ
イ
バ
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
銅
線
の

技
術
も
マ
ス
タ
ー
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
と
銅
線
、
両
方

を
配
線
・
接
続
で
き
る
技
術
を
持
っ
て
い
な

い
と
一
人
前
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
」

銅
線
ケ
ー
ブ
ル
技
術
を 

若
手
に
継
承
し
て
い
く
の
が
使
命

光
フ
ァ
イ
バ
の
技
術
に
関
し
て
は
、
若
手

が
育
っ
て
お
り
若
手
が
中
心
と
な
っ
て
工
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
も
銅
線
を

保
守
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
銅
線
の
配

線
・
接
続
技
術
も
若
手
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
若
手
が
実
際
に

銅
線
工
事
を
行
う
機
会
は
非
常
に
少
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
光
フ
ァ
イ
バ
が
主
流
で
す
か
ら
、
銅
線
工

事
の
需
要
は
減
っ
て
い
ま
す
。
若
手
に
銅
線

技
術
を
指
導
し
て
も
、
そ
れ
を
活
か
す
場
が

な
い
。
つ
ま
り
、
な
か
な
か
現
場
体
験
を
積

め
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
は
、
実
際
に
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
が
…
…
」

現
代
の
名
工
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
佐
川
さ
ん
は
、
自
身
を
育
て
て
く
れ
た

会
社
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上

に
後
進
の
育
成
に
励
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
使

命
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
光
フ
ァ
イ
バ
の
工
事
と
異
な
り
、
銅
線
の

工
事
は
私
の
よ
う
な
年
配
の
人
間
に
し
か
で

き
な
い
の
が
現
状
。
若
手
を
育
て
て
い
か
な

い
と
、
銅
線
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
に

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
随
分
若
手
を
指
導
し
て
き
ま
し
た

が
、
銅
線
の
技
術
者
が
十
分
に
育
っ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
61
歳
で
す
が
、
働
け

る
限
り
少
し
で
も
多
く
の
若
手
に
銅
線
の
技

術
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
今
の
目
標
は
そ
れ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

佐
川
さ
ん
は
、
自
身
の
知
識
や
技
術
を
活

か
し
長
年
に
わ
た
っ
て
若
手
や
次
代
の
指
導

者
の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
２
年
に
一

度
行
わ
れ
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
に
お
い
て

４
大
会
連
続
で
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
工
職

種
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る
な
ど
、
技

術
の
指
導
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は

１
０
０
％
の
結
果
、
で
き
を
求
め
技
術
を
高

め
ま
す
。
佐
川
さ
ん
は
、
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
技

術
を
熟
知
し
た
数
少
な
い
指
導
者
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
金
メ
ダ
ル
に
値
す
る
有
能
な
情

報
配
線
施
工
工
を
育
成
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

●株式会社　協和エクシオ　住所：埼玉県和光市新倉7-16-15　電話：048-462-3590

1  銅線を巻いてある紙を、ニッパーでむく。現在
の銅線はプラスチックで巻いているため、むきやす
いとか。銅線を傷つけないように細心の注意を払
う

2  接続した銅線は、手ひねりによってグルグル巻
きにする。「より」の数は6〜10回と厳密に決め
られている

3  銅線を手ひねりした先端部分をハンダあげする。
先が団子状にならないよう、なめらかに仕上げる
必要がある

4  銅線ケーブル接続作業の指導を行う。指導を
受けているのは、技能五輪国際大会の金メダリス
ト

5  かつては銅線ケーブルをつないだ部分を「鉛管」
というカバーで覆い、ケーブルを水から守っていた。
現在は、箱型の「クロージャ」で密閉し、地下で
の水の侵入を防いでいる（写真は「クロージャ」）

6  ニッパー、ハンダごてなど、さまざまな用途の工
具を使う。ニッパーは銅線ケーブル専用。光ファ
イバ心線用に区別をして使っている。袋状のもの
は電柱作業でのくず心線やハンダなどの落下防止
として使用する

7  銅線ケーブル接続は1本1本手作業だが、光
ファイバケーブル接続は融着機に光ファイバ心線
をセットするだけ。セットの仕方が不適切な場合は、
機械がエラー信号を出す
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